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ＪＲ東海ユニオンは７月６日、豊橋市において、最大

限の配慮をしながら３年ぶりにコロナ禍前と同様の形

式で第 31 回定期大会を開催した。ＪＲ連合からは、荻

山市朗会長と相良夏樹組織・政治局長が参加した。 

 大会冒頭、第 26 回参議院議員選挙に立候補し、ＪＲ

連合として重点推薦候補者に決定している３名の候補

（伊藤たかえ氏：愛知県選挙区、矢田わか子氏：比例区、

竹詰ひとし氏：比例区）が来賓として出席し、それぞれの候補者から参議院選挙にかけ

る決意や政策、ＪＲ東海ユニオン組合員へのメッセージ等が発せられた。 

その後、主催者挨拶に立った尾内裕昭中央執行委員長

（ＪＲ連合副会長）は、参議院議員選挙における投票行

動を強く呼びかけるとともに、コロナ禍からの反転攻勢

に向けて、組織内コミュニケーションの充実化による組

織強化の重要性を訴えた。加えて、2023 年３月 15 日に

ＪＲ東海ユニオンが結成 30 年を迎えることを見据え、さ

らなる運動の発展に向けた取り組みを要請した。 

続いて荻山会長が来賓として挨拶に立ち、この間のコロナ禍に伴う苦境を脱するため

の３産別要請行動をはじめとする取り組みについて報告するとともに、ＪＲ連合結成 30

年となる本年の肝となる地域公共交通や新幹線ネットワークに係る提言の策定、今後の

展開方について提起した。また、ＪＲ東海からは丹羽俊介副社長が、コロナ禍における

経営状況に触れながら、健全で強固な労使関係のもと、ＪＲ東海ユニオンと力を合わせ

て取り組んでいく旨挨拶した。 

議事では、執行部より 2021 年度経過や決算、2022 年度

の運動方針や予算案が提起され、来年３月 15 日の結成 30

周年に合わせて、記念事業を実施することも提起された。 

質疑では、18 名の代議員より、目前に控えた参議院議員

選挙の候補者必勝に向けた取り組みの決意が複数の代議

員から示されたほか、組織内選出の地方議員の必要性や、

女性役員の登用の重要性を指摘する意見等が出された。ま

た、コロナ禍の情勢が変化してきたことに伴い、今後の諸活動のあり方を問う意見も複

数出された。その後、これらに対する執行部答弁、今井孝治書記長（ＪＲ連合執行委員）

からの総括答弁がなされ、すべての議案が満場一致で採択された。 

最後は尾内委員長が参院選必勝を呼び掛け、団結がんばろうで大会を締めくくった。 


